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					このページは校正済みです
捷（か）ち、氣
倍（ます〳〵）
壯（さかん）なり。大に守備を議す。其城は
故（こ）秀吉の築きし所にして、天下の
力を
窮（きは）め、
塹壘（せんるゐ）壯固にして
匹（たぐひ）なし。西北に水を帶び、東南に池澤多し。是に於て
益
塹寨（せんさい）を設けて守兵を置き、遂に
間使（かんし）を發して、秀賴諸︀侯を招く諸︀侯を招く。
伊達政宗（だてまさむね）、之に
小山（をやま）
に遇ひ、
縛（ばく）して江戶に送る。島津
家久（いへひさ）、其幣を郤け、馳せて駿府に吿げ、且、
師の期を請ふ。淺野但馬守淺野但馬守は國富み兵强し。而して大阪と腹背を相爲す。議者︀以
て
大患（たいくわん）と爲す。已にして大阪果して
數（しば〳〵）使を遣し、其君臣を
誘（いざな）ふに利を以てす。
但馬守答へて曰く、「我が父兄
故（こ）
太閤（たいかふ）に報ゆる
所以（ゆゑん）は足れり。吾が東府に於ける
恩誼（おんぎ）
輕きに非ず。今故無くして之に倍きて、亂人に
黨（くみ）せば、不義
孰（いづれ）かこれより大な
らん」と。使者︀、猶來りて百計
勸（すゝ）め說く。但馬守、乃其使を斬らんと欲す。
惧（おそ）れ
で止む。

前將軍、大阪府諸︀の報吿を得て、乃軍令を下して曰く、「伊勢、近江、美濃、尾張、越前
等の兵は、急に
淀（よど）、
勢多（せた）を
扼（やく）し、大和の兵は、自其地を守り、
北陸（ほくろく）諸︀國の兵は、

大津（おほつ）、
阪本（さかもと）に陣し、中國の兵は、
池田（いけだ）に陣し、南海︀、西海︀の兵は、和泉の海︀濱に

泊（はく）して、並に大軍を
竢（ま）ち、
輕（かろ〳〵）しく戰ふ勿れ」と。東海︀、東山の
將帥（しやうすゐ）は、前將軍皆前將軍
に隷し、關八州、及び陸奧、出羽︀の將帥は、將軍皆將軍に隷す。而して世子
家光（いへみつ）は少
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